
布輯
発行／十日町市役所〒948新潟県十日町市千歳町3丁目3番地TELO257－57－34／／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集／総務課文書広報係（毎目25日発行）

縷
幽
逡
跡
出
鑑
鰭
　
揺
．
額
轡
畿
観
轟
堂
・
幽
関

　
三
月
十
四
日
㈱
、
県
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
笹
山
遺
跡
出
土
品
九
百
十
八
点

と
神
宮
寺
観
音
堂
・
山
門
が
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

十
日
町
市
の
県
指
定
文
化
財
は
八
件
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
指
定
さ
れ
た
二
件
は
、
国
宝
級

と
言
わ
れ
て
い
る
火
焔
型
土
器
な
ど
資
料
価
値
が
高
く
、
魚
沼
地
方
の
暮
ら
し
を
解
明
す
る

貴
重
な
資
料
で
す
。
指
定
さ
れ
た
二
つ
の
文
化
財
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
笹
山
遺
跡
（
中
条
上
町
）
は
、

昭
和
五
十
五
年
か
ら
六
十
年
に

か
け
て
、
笹
山
球
場
な
ど
の
建

設
工
事
に
伴
っ
て
発
堀
調
査
さ

れ
ま
し
た
。
信
濃
川
中
流
の
河

岸
段
丘
右
岸
に
位
置
す
る
縄
文

中
期
後
半
の
集
落
遺
跡
で
、
面

積
三
万
平
方
㌶
、
百
二
十
八
軒

の
住
居
跡
や
土
器
・
土
製
品
・

蘂
灘
響
、
．

装
身
具
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。　
ま
た
、
縄
文
時
代
よ
り
上
の

地
層
か
ら
は
、
中
世
の
武
家
屋

敷
と
推
定
さ
れ
る
建
物
跡
二
十

　
　
　
か
じ
こ
う
ぼ
う

数
軒
と
鍛
冶
工
房
跡
な
ど
が
発

見
さ
れ
、
総
数
で
十
万
点
余
り

に
及
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
出

土
品
は
昨
年
二
月
二
十
二
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
焔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火装飾性・プロポーションに優れた

市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
県
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
も
の
は
、
火
焔
型
土
器
十

二
個
体
、
王
冠
型
土
器
五
個
体

な
ど
土
器
五
十
個
体
と
打
製
石

斧
な
ど
の
石
器
、
石
棒
な
ど
の

石
製
品
、
三
角
土
偶
な
ど
の
土

製
品
な
ど
九
百
十
八
点
で
す
。

　
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
造
形
美
の
見
事
さ
か
ら
縄

文
文
化
の
華
と
言
わ
れ
て
い
る

火
焔
型
土
器
で
す
。
高
さ
四
十

六
袖
．
、
幅
四
十
三
・
五
袖
．
の
も
の

は
県
内
最
大
で
、
装
飾
性
、
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
日
本

一
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
大
手
出
版
会
社
の
グ
ラ

ビ
ア
や
ビ
デ
オ
・
学
校
教
材
な

ど
に
も
取
り
上
げ
ら
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
笹
山
遺
跡
出

土
品
は
こ
の
地
方
の
縄
文
時
代

中
期
の
時
代
を
よ
く
反
映
し
、

生
活
様
式
、
社
会
構
造
を
知
る

う
え
で
貴
重
な
資
料
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

嬉
　
　
ド

　
　
バ
　
　
ド

　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
反
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民
　
イ
　
　
　
月

　
　
　
　
／
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K

　
　
バ

　
　
κ
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チ
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え
ハ
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織
神
継
．
姻

　
　
　
撃
撫
八

　
神
宮
寺
は
、
寺
全
体
を
う
っ

そ
う
た
る
杉
林
が
お
お
い
、
参

道
に
は
苔
が
美
し
く
敷
き
つ
め

ら
れ
た
曹
洞
宗
の
古
殺
と
し
て

有
名
で
す
。
そ
し
て
、
寺
に
あ

る
木
造
彫
刻
三
体
が
県
指
定
文

化
財
に
、
境
内
地
、
山
林
が
史

跡
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
新
た
に
、
県
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
の
は
観
音
堂
と

山
門
の
二
棟
。
十
八
世
紀
後
半

に
建
て
ら
れ
、
豪
雪
に
対
す
る

配
慮
か
ら
急
こ
う
配
の
カ
ヤ
ぶ

き
屋
根
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

魚
沼
地
方
に
お
け
る
近
世
社
寺

建
築
と
し
て
学
術
上
貴
重
な
財

産
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
神
宮
寺
の
歴
史
は
、
由
来
に

正面が山門で奥に見えるのが観音堂

よ
る
と
大
同
二
年
（
八
〇
七
）

妻
有
庄
の
鎮
守
と
し
て
創
立
さ

れ
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
に

曹
洞
宗
と
な
り
ま
し
た
。
山
門

は
、
棟
礼
か
ら
宝
暦
十
三
年
（
一

七
六
三
）
の
上
棟
で
大
工
は
出

雲
崎
の
山
田
惣
八
也
、
ま
た
、

観
音
堂
は
元
明
元
年
（
一
七
八

一
）
の
上
棟
と
同
系
の
大
工
の

作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
の
建
物
は
、
毎
年
訪
れ

る
豪
雪
に
耐
え
る
建
築
を
生
み

出
し
た
、
秀
れ
た
技
術
集
団
が

こ
の
地
方
に
存
在
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
棟

の
建
築
時
は
基
幹
産
業
で
あ
る

縮
布
の
最
盛
期
で
、
魚
沼
地
方

独
特
の
雪
と
織
物
の
歴
史
の
中

に
生
ま
れ
た
文
化
遺
産
と
し
て
、

重
要
な
位
置
を
占
め
る
建
物
で
す
。
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高
　
山

コ
ミ
ュ
ー

　
保
育
所
と
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
た
複
合
施
設
「
高

山
保
育
所
・
高
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
し
、
三
月
十
六

日
ω
竣
工
式
・
祝
賀
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
筒
井
代
議

士
、
須
藤
県
議
な
ど
を

招
き
地
元
か
ら
丸
山
市

長
を
は
じ
め
、
市
会
議

員
、
地
域
の
関
係
者

百
人
が
出
席
し
盛
大
に

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

保
　
育
　
所

一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
こ
の
複
合
施
設
は
、
昭
和
四

十
二
年
開
設
さ
れ
た
高
山
保
育

所
の
老
朽
化
と
高
山
地
域
に
十

分
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
な

か
っ
た
た
め
、
地
元
の
強
い
要

望
に
よ
り
促
進
委
員
会
発
足
後

約
二
年
半
余
り
で
完
成
。

　
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
二
階
建
て
。
延
べ
面
積

八
百
六
平
方
眉
で
、
総
工
費
は

一
億
六
千
九
百
八
十
万
円
で

す
。
一
階
が
保
育
所
で
、
保
育

室
三
室
、
遊
戯
室
、
事
務
室
、

医
務
室
、
ほ
ふ
く
室
、
乳
児
室
、

調
理
室
。
二
階
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

が
完
成

雛難

お礼のあいさつをする保育所園児

イ
セ
ン
タ
ー
で
、
大
会
議
室
、

中
会
議
室
、
研
修
室
、
調
理
室

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
能
を
持
っ
た
複

合
施
設
は
、
新
座
地
域
に
次
い

で
市
内
で
二
つ
目
と
な
り
ま
す
。
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瞭
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト

懲
　
審
査
結
果

　
　
　
第
4
2
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
彩
っ
た
雪
だ
る
ま
大
作
戦
。

　
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
五
、
五
一
七
個
の
傑
作

　
　
が
登
場
し
、
一
〇
二
点
の
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

　
　
が
あ
り
ま
し
た
。
三
月
十
八
日
㈲
、
厳
正
に
審
査
し
た
結

　
　
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。
　
　
　
（
敬
称
略
）

大嶋榮一さん
　（太子堂・64歳）

　
昭
和
二
十
三
年
、
当
時
の
中

条
村
警
防
団
に
入
団
し
て
以
来

四
十
四
年
間
、
大
嶋
さ
ん
は
地

域
の
消
防
活
動
に
貢
献
し
、
こ

の
た
び
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
「
本
家
の
人
が
養
子
に
行
く

時
は
っ
ぴ
を
持
っ
て
来
て
、
跡

を
継
い
で
」
と
頼
ま
れ
た
の
が

入
団
の
き
っ
か
け
。
現
在

は
消
防
団
第
五
分
団
の
副

団
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　
「
両
親
が
長
く
健
在
で

し
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
勤

め
て
来
れ
ま
し
た
」
と
亡

く
な
っ
た
ご
両
親
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
建
設
会
社
を
退
職
し
て

か
ら
は
農
業
を
営
み
な
が

ら
の
消
防
団
活
動
で
す
。

「
地
域
に
密
着
し
て
活
動

す
る
消
防
団
は
、
災
害
の

時
な
ど
役
割
も
大
き
い
」

と
喜
び
の
声
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
二

十
一
年
消
防
団
に
入
団
し

て
以
来
、
長
年
に
わ
た
っ

て
地
域
の
消
防
活
動
に
尽

く
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
消
防
団
第
二
分
団
の
副

団
長
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
「
四
十
五
年
と
い
う
長

い
間
勤
め
て
来
れ
た
の
は
、

家
族
の
協
力
が
あ
っ
た
お

か
げ
で
す
。
夜
中
に
ず
ぶ

ぬ
れ
に
な
っ
て
帰
っ
て
来

た
時
下
着
が
温
め
て
あ
っ

た
と
か
、
い
ろ
ん
な
面
で

協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」

佐藤十吉さん
（田川町1・63歳）

と
、
奥
さ
ん
を
見
つ
め
ま
す
。

　
最
近
は
勤
め
て
い
る
人
が
多

く
、
昼
間
の
火
災
に
は
注
意
し

て
い
ま
す
。

　
「
表
彰
は
受
け
ま
し
た
が
、

ま
わ
り
の
状
況
が
許
す
か
ぎ
り

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
お
孫
さ
ん
に
囲
ま
れ

な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
雪
だ
る
ま
大
賞

　
（
フ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ア
ト
ラ
ベ
ル
ミ
ニ
ほ
か
）

恩
田
龍
次
　
（
新
座
四
－
二
）

■
優
秀
賞

　
（
フ
ジ
望
遠
カ
ル
デ
ィ
ア
㎜
ほ
か
）

高
橋
健
吉
郎
　
　
（
川
原
町
）

■
特
　
選

　
（
フ
ジ
コ
ン
パ
タ
ト
カ
メ
ラ
D
L
－
1
5
ほ
か
）

㈱
村
山
土
建
　
（
山
本
町
二
）

福
島
竹
作
　
（
峠
）

■
ふ
れ
あ
い
賞

　
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
）

鉢
保
育
園

森
の
保
育
園

飛
渡
保
育
園

田
村
周
三

太
田
夕
子

（
鉢
二
）

（
大
黒
沢
東
）

　
（
新
水
）

（
四
日
町
二
）

（
北
鐙
坂
二
）

■
ユ
ニ
ー
ク
で
賞

　
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
）

江
彩
苑
㈱
　
　
（
高
田
町
四
）

㈲
き
も
の
ふ
じ
山
崎

　
　
　
　
　
　
（
高
田
町
六
）

（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ル
バ
ム
）

阿
部
隆
一

村
山
吉
二

工
藤
洋
介

酒
井
綾
子

富
井
　
孝

（
五
軒
新
田
）

（
四
日
町
三
）

（
高
山
三
）

（
学
校
町
一
）

（
馬
場
三
）

■
ガ
ン
バ
ッ
タ
で
賞

　
（
フ
ジ
カ
ラ
ー
写
ル
ン
で
す
F
L
A
S
H
）
◆

　
み
の
り
会
　
　
（
関
根
一
）

　
協
和
建
設
㈱
　
（
高
田
町
五
）

　
水
口
輝
生
　
　
（
五
軒
新
田
）

　
清
水
道
子
　
　
（
関
根
二
）

　
楯
沢
作
平
　
　
（
寿
町
二
）

（
各
種
入
賞
賞
品
は
、
㈱
フ
ジ

カ
ラ
ー
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

　
村
山
政
行
　
　
（
下
川
原
町
）

　
星
名
和
男
　
　
（
上
町
）

　
高
橋
健
吉
◎
（
高
田
町
六
）

■
ほ
の
ぽ
の
賞
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翻
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、
　
品
悟
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◆
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．
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消
し
た
か
な

　
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
春

の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て

が
、
一
年
を
通
じ
て
火
災
が
最

も
多
い
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

強
風
が
続
く
な
ど
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
条
件
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
は
、
消
防
職
員

や
消
防
団
員
が
家
庭
、
事
業
所

な
ど
を
巡
回
し
て
防
火
を
呼
び

か
け
ま
す
。
日
ご
ろ
忘
れ
が
ち

案
ず
る
よ
り
も
ま
ず
点
検

な
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て

思
い
起
こ
し
、
火
災
予
防
を
家

族
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

・
フ
。
　
表
1
は
、
平
成
二
年
中
に
発

生
し
た
市
町
村
別
火
災
発
生
状

況
で
す
。
火
災
の
発
生
が
四
十

一
件
、
死
者
三
名
、
損
害
額
は

約
九
千
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
H
は
、
そ
の
出
火
原
因
で

す
。
多
い
も
の
か
ら
上
げ
る
と
、

た
き
火
、
天
ぷ
ら
鍋
、
草
や
き

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（平成2年）（表1）　市町村別火災発生状況

　
表
皿
は
、
’
月
別
発
生
状
況
で

す
。
昨
年
も
や
は
り
三
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
が
一
番
多
く
十

件
の
火
災
が
発
生
し
、
死
者
一

名
、
負
傷
者
一
名
が
出
ま
し
た
。

爽簗i講随の穰語

　　　入選署
105点の応募の中から選ばれた

皆さんです。（敬称略）

★
最
優
秀
賞

　
消
し
た
か
な
案
ず
る
よ
り
も
ま
ず
点
検

　
　
　
（
高
橋
日
出
丸
・
稲
荷
町
3
本
通
り
）

★
優
秀
賞

　
小
さ
な
気
く
ば
り
大
き
な
防
火

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
林
茂
夫
・
三
和
町
）

　
ち
ょ
っ
と
ま
て
そ
の
火
の
確
認
も
う
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　
（
滝
沢
貞
雄
・
中
里
村
）

火災件数 死傷者数 損害額
（千円）

市町村別
建物 林野 その他 死者 負傷者

十日町市 17 5 5 2 5 67，848

川　西町 3 1 2 0 0 6，147

津南．町 2 0 1 0 0 1，852

中里村 4 1 0 1 1 15，336

計 26 7 8 3 6 91，183

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

　
捨
て
を
し
な
い
。

②
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

　
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

　
　
　
　
　
　
件

　
　
　
　
　
　
41（表II）　火災の出火原因別状況

たき火 天ぷら鍋 草やき
風呂かまど

ボイラー

石油スト

ーブほか
火遊ぴ
たばこ

こたつ
ガス燃焼機 その他

9 6 5 4 3 2 2 10

41件（表III）　火災の月別発生状況

　
を
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

　
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
は
、
燃
え
や

　
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

　
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

3 2 8 2 2 4 3 6 4 1 2 4

■
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
盈

57

1
1
5
5
5
）
へ
。

会
　
ス
長

　
　
　
　
　
所

評
　
ク
究

求
　
ろ
輸

　
　
　
　
こ

合
　
と
削

公心

糸
　
時
㈱

　
　
　
　
　
ん

織
講

田
　
　
働

　
　
　
　
ヨ

日
　
　
吹

＋
鎗
伊

ハ
∀
念
き
師

　
　
　
　
と
講

【一般公開】

と　き〉

4月13日仕）

　午前10時～午後5時

4月14日（日）

　午前10時～午後3時

ところ〉

十日町市総合体育館
武道館（柔道場・剣道場）

㊥
㊧
㊥
㊧

⑫㊥醗㊥

地域交通安全活動
推進委員の皆さんです

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
が
、
三
月
八
日
付
で
新
潟
県

公
安
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
村
山
　
利
雄
（
伊
達
四
）

　
中
澤
幾
太
郎
（
四
日
町
一
）

保池上田岩吉佐
坂田村村田沢藤

　
実
（
昭
和
町
一
）

文
男
（
北
鐙
坂
二
）

清
吉
（
中
条
旭
町
）

行
観
（
岩
　
　
野
）

久
雄
（
伊
達
一
）

　
博
（
北
　
　
原
）

邦
夫
（
宮
下
町
東
）

　
　
　
　
動

　
　
　
　
活

　
　
　
　
全

総
　
灘

　
　
　
　
交
員

　
　
　
　
域
進

　
　
　
　
地
推

3とお‘」『辞3平成3年3月25日



　π
U
口

十
日
町
巾
・
中
魚
沼
郡
地
域
の
21
世
紀
を
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
か
答
申
さ
れ
る

　
二
月
二
十
二
日
働
十
日
町
地

域
広
域
市
町
村
圏
（
十
日
町

市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里

村
）
計
画
の
審
議
会
（
会
長
・

樋
口
市
議
会
議
長
）
が
開
か
れ
、

新
広
域
市
町
村
圏
計
画
が
同
協

議
会
（
会
長
・
丸
山
市
長
）
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
は
平
成
三
年
度
を

初
年
度
と
し
、
平
成
七
年
度
を

目
標
と
す
る
前
期
五
力
年
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
は
ー
①
都
市
基

盤
が
整
備
さ
れ
た
圏
域
を
め
ざ

し
て
②
住
環
境
が
整
備
さ
れ
た

快
適
な
圏
域
を
め
ざ
し
て
③
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
圏
域
を

め
ざ
し
て
④
人
間
性
豊
か
で
文

化
的
な
圏
域
を
め
ざ
し
て
⑤
働

く
喜
び
の
あ
る
豊
か
な
圏
域
を

め
ざ
し
て
⑥
行
財
政
の
合
理
化

　
　
の
六
章
に
わ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
や
施
策
の

方
向
、
国
県
へ
の
要
望
事
項
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
　
都
市
基
盤
が
整
備

　
　
さ
れ
た
圏
域

　
克
雪
・
利
雪
・
親
雪
対
策
と
し

て
、
道
路
除
雪
体
制
の
整
備
や

防
雪
施
設
な
ど
交
通
の
確
保
、

冬
期
孤
立
集
落
の
解
消
、
克
雪

住
宅
の
促
進
や
克
雪
タ
ウ
ン
づ

く
り
な
ど
防
雪
機
能
強
化
、
雪

の
総
合
研
究
所
の
誘
致
、

雪
の
観
光
利
用
な
ど
利
雪
・

親
雪
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
通
信
網
の
整
備
は
、

高
速
交
通
体
系
な
ど
道
路

交
通
綱
の
整
備
、
北
越
北

線
の
早
期
開
通
、
総
合
的

な
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の

研
究
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
土
地
保
全
対
策
と
し
て

は
、
治
山
・
治
水
事
業
の

推
進
、
水
資
源
の
開
発
と

利
用
は
、
総
合
的
な
水
需

給
計
画
を
策
定
し
水
利
用

の
　
　
　
を
　
り
ま
す
の

　
上
下
水
道
の
整
備
、
ご
み
・

し
尿
処
理
、
墓
地
・
火
葬
場
の

整
備
、
消
防
・
防
災
・
交
通
安

全
体
制
の
確
立
、
公
営
住
宅
の

整
備
を
進
め
快
適
な
住
環
境
を

　
り
ま
す
の

踊
健
謬
．
舞
圏
域

　
保
健
活
動
体
制
の
整
備
や
健

康
、
つ
く
り
活
動
を
進
め
、
あ
わ

せ
て
地
域
医
療
・
救
急
医
療
体

制
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
老

人
・
児
童
・
心
身
障
害
者
等
の

福
祉
を
充
実
す
る
た
め
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
体
制
を
整
備
し

ま
す
の囲
．
繹
鋤

　
幼
児
教
育
、
義
務
教
育
の
充

実
と
地
域
産
業
振
興
の
人
材
育

成
の
た
め
高
等
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
・

文
化
会
館
な
ど
社
会
教
育
施
設

を
整
備
し
生
涯
学
習
の
拡
充
に

努
め
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
、
文
化

活
動
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
推
進
を
図
り
、
交
流
活

動
を
進
め
ま
す
．

　
　
働
く
喜
び
の
あ
る

　
　
　
　
　
豊
か
な
圏
域

　
ほ
場
整
備
な
ど
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
、
生
産
組
織
の
育
成
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
銘
柄
作
目
の

生
産
増
強
、
農
産
加
工
の
推
進

な
ど
高
生
産
農
業
の
確
立
を
図

り
、
農
業
後
継
者
の
育
成
、
農

村
生
活
環
境
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
林
業
・
工
業
・

商
業
振
興
を
図
り
地
域
経
済
の

活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
観
光
振
興
で
は
魅
力
あ
る
観

光
地
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
広

域
観
光
の
組
織
体
制
を
強
化
し

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
重
点

整
備
地
区
の
開
発
を
促
進
し
、

リ
ゾ
ー
ト
地
に
ふ
さ
わ
し
い
街

並
み
整
備
と
人
材
の
確
保
・
育

　
を
　
り
ま
す
の

暉
行
財
政
の
合
理
化

　
広
域
行
政
の
強
化
・
財
政
運

営
の
効
率
化
、
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

塒
瓜
㎝
繋
細
は
ど
の
よ

㎞
解
綿
糧

ア

㎞
圃
簾
饗

臨
冨
新
潟
県
衛
ゾ
ー

恥
盈
舞
霧

シ
　
　
　
　
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新

　
潟
」
構
想
は
、
十
四
市
町
村
で

　
構
成
さ
れ
る
八
つ
の
重
点
整
備

　
地
区
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麓

　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘲
。
臨
鳶
　

　
　
チ
≦
轍
、
鷲

　
　
　
　
　
　
〆
V
3
搬
　
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
へ
・
、
，
　
南
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苗

　
　
す
で
に
、
川
口
町
の
滞
在
型

　
家
族
旅
行
村
「
キ
ャ
ン
パ
ス
川

　
　
ロ
ヒ
ャ
　
　
　
の
ス
キ
　
　
つ
キ

　
　
ュ
ヨ
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
し
な
ど
が

　
　
オ
ヌ
プ
ン
し
て
い
ま
す
の

　
こ
の
計
画
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
関
係
市
町
村
・
団
体
の

連
絡
、
協
議
、
調
整
機
関
と
し

て
平
成
元
年
六
月
に
マ
イ
ニ
フ

イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
整
備
推

進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

も
決
定
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
こ
の
計

画
の
整
備
理
念
で
あ
る
ー

◎
健
康
に
支
え
ら
れ
た
マ
イ
・

ラ
イ
フ
（
生
命
）
、

◎
ゆ
と
り
あ
る
マ
イ
・
ラ
イ
フ

（
生
活
）
、

◎
充
実
し
た
マ
イ
・
ラ
イ
フ
（
人

生
）
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
高

原
に
住
む
イ
タ
チ
科
の
動
物
ボ

ン
ド
オ
コ
ジ
ョ
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
乏

　
ま
た
協
議
会
で
は
皆
さ
ん
に

幅
広
く
リ
ゾ
ー
ト
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
講
演
会
や
、
十

四
市
町
村
を
舞
台
と
し
た
リ
ゾ

ー
ト
横
断
ゲ
ー
ム
大
会
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
地
域
開
発
室
）

4



みんなで投票、きれいな選挙

県
議
選
は

十
日
町
市
で

　
　
　
　
　
投
票
す
る
人

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
ー
四
月

七
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
で
、

昨
年
十
二
月
二
十
八
日
以
前
か

ら
十
日
町
市
に
引
き
続
き
居
住

し
て
い
る
人
ー
で
す
。

②
昨
年
十
二
月
二
十
九
日
以
降

に
十
日
町
市
か
ら
県
内
の
他
市

町
村
に
転
出
し
た
人
は
、
転
出

先
の
市
町
村
長
の
証
明
を
も
ら

っ
て
、
十
日
町
市
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
前
住
ん
で
い
た
所
で

　
　
　
　
　
投
票
す
る
人

　
昨
年
十
二
月
二
十
九
日
以
降

に
、

　お金のかからない政治・選挙

　　　のために、寄附は禁止／

1．政治家の寄附は禁止

　　政治家（候補者、候補者になろうとする

　人および公職にある人）が選挙区内にある

　人に対して寄附をすることは禁止されてい

　ます。

2．寄附を求めることは禁止

　　政治家に寄附を要求するのも禁止です。

3．時候のあいさつ状の禁止

　　政治家は、選挙区内にある人に対して、

　答礼のための自筆によるものを除き、年賀

　状などのあいさつ状は禁止されています。

4．政治家や後援会の有料のあいさつ広告の禁

　止

5．後援会の花輪、香典、祝儀の禁止

県
内
の
他
市
町
村
か
ら
十

　
、
賀
　
。
禁

て
年
す
の

し
　
、
ま
告

対
き
い
広

㎜
告
示
・
7

　
日
町
市
に
転
入
届
を
出
し
た
人

　
は
、
十
日
町
市
長
の
証
明
書
を

　
提
示
し
て
前
に
住
ん
で
い
た
市

　
町
村
で
投
票
し
ま
す
。
市
民
課

　
の
窓
口
に
証
明
書
を
請
求
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　
投
票
時
間
は

　
　
　
午
前
七
時
5
午
後
六
時

　
　
投
票
が
で
き
る
の
は
、
投
票

　
日
の
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

　
ま
で
で
す
。
一
部
の
投
票
所
で

　
は
投
票
時
間
を
繰
り
上
げ
る
（
午

　
後
四
時
、
午
後
五
時
）
と
こ
ろ

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
を

　
お
確
め
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　
　
投
票
所
入
場
券
は
四
月
初
め

　
こ
ろ
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん

　
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
投

　
票
に
行
く
時
は
忘
れ
な
い
で
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た

　
り
忘
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
投

　
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

　
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
都
合
で
投
票
所
に

　
　
　
　
　
行
け
な
い
人
は

　
　
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な

　
ど
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情

　
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
人
の
た
め
に
「
不
在
者
投
票
制

躍
投
票
で
す

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
告
示
の
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
（
県
議
選
の
場
合
は
三
月
二

十
九
日
か
ら
四
月
六
日
）
ま
で

の
毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
選
挙
事
務
室

で
実
施
し
ま
す
。
投
票
所
入
場

券
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

体
の
不
自
由
な
人
の

　
　
　
　
　
　
　
投
票
制
度

▼
点
字
投
票
…
…
目
の
不
自
由

な
人
は
点
字
に
よ
っ
て
投
票
が

で
き
ま
す
．

▼
代
理
投
票
…
…
身
体
の
障
害

な
ど
の
た
め
、
自
分
で
候
補
者

の
名
前
を
書
く
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
代
理
人
に
よ
る
投
票

が
で
き
ま
す
．

▼
郵
便
に
よ
る
投
票
…
…
身
体

に
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
発
行
す
る

郵
便
投
票
証
明
書
を
示
す
こ
と

に
よ
り
、
郵
便
に
よ
り
不
在
者

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

選挙についての

問い合わせ等は

★市選挙管理委員会事

　務局（保健センター1

　階、選挙事務室暦57－

3111内線501・504）

　
　
　
國
國
囲

今
年
度
の
最
終
会
員
数
は

　
　
　
　
　
三
、
五
〇
九
名

　
会
が
発
足
し
て
も
う
す
ぐ
一

年
間
が
経
過
し
ま
す
。
こ
の
間
、

会
員
数
を
拡
大
す
る
と
い
う
課

題
に
対
し
て
、
各
種
P
R
や
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
相

応
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
会
員
数
は
、
県
外
会
員
が
一
、

三
〇
四
名
（
国
外
会
員
七
四
名

含
む
）
、
県
内
会
員
が
二
、
二
〇

五
名
（
市
内
会
員
一
、
八
二
六
名

含
む
）
で
総
数
で
三
、
五
〇
九

名
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
一
年
間
で
開
催

し
た
会
議
の
回
数
は
、
一
〇
七

回
（
う
ち
早
朝
会
議
二
五
回
）
。

行
っ
た
事
業
の
数
は
、
主
催
・

共
催
併
せ
て
二
十
一
回
。
こ
の

他
に
会
報
の
発
行
事
業
は
、
季

刊
が
四
回
（
創
刊
号
含
む
）
、
月

刊
を
八
回
行
い
ま
し
た
。

　
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
図
る
と
い
う
目
的
の
な
か
で
、

約
六
〇
名
の
運
営
委
員
を
中
心

に
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
積

極
的
に
か
つ
緻
密
に
展
開
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

國
圃
VOL．9

大好き十日町会

　事務局
（禽5窺3愚）

新
年
度
か
ら
編
集
局
と

事
業
局
の
体
制
に

　
今
年
、
運
営
委
員
会
は
五
回

開
催
し
ま
し
た
が
、
よ
り
機
能

的
な
運
営
を
図
る
た
め
こ
の
一

年
間
の
部
会
体
制
（
総
務
・
会

報
・
P
R
・
イ
ベ
ン
ト
の
四
部

会
）
を
新
年
度
か
ら
探
検
・
報

道
・
文
化
・
社
会
の
四
部
会
で

構
成
す
る
「
編
集
局
」
と
運
営
・

ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
・
福
利
厚
生

の
四
部
会
で
構
成
す
る
『
事
業

局
』
に
組
織
変
更
を
行
い
ま
す
。

会
員
を
募
集

　
四
月
上
旬
か
ら
旧
会
員
の
更

新
と
併
せ
て
、
新
加
入
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
是
非
多
く
の
市

民
の
皆
様
か
ら
加
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
大
好
き
十
日
町
会
の
活
動
状

況
や
内
容
等
に
つ
い
て
、
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
人
、
入
会

の
方
法
を
即
座
に
知
り
た
い
人

ご
意
見
・
質
問
の
あ
る
人
、
何

で
も
結
構
で
す
。
ご
遠
慮
な
く

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
移
転

　
三
月
四
日
か
ら
事
務
局
が
市

役
所
二
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

5盈rお』6」しお平成3年3月25日
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市
の
融
資
制
度
を
利
用
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
づ
く
り
が
進

ん
で
い
ま
す
。

地域集会施設融資制度
　地域住民の集会の場として建設する施設に対して融資を

行い、融和と連帯意識の高揚を図ることがねらいです。

融資対象　集会施設の新築や土地の購入が対象になります。

利　　率　年5．10％

返済方法と期間　毎月元金均等償還で10年以内

問い合わせ　企画財政課企画調整係（麿57－31’11内線223）へ。

　排水設備等設置資金
排水設備やトイレの改造工事を、一日も早くしていただく

ために必要な工事資金の融資を行います。

融資を受けることができる人　》市税・下水道受益者負担

金・下水道使用料を滞納していない人　》自己資金のみで

工事費を一時負担することが困難な人

融資金額　70万円以内

利　率年5．0％
返済方法と期間　融資を受けた月の翌月から4年以内

保証人　市内に居住し、弁済能力のある人一人以上

融資期問　工事竣工検査後

融資手続　計画確認申請書と申込書を提出してください。

問い合わせ　下水道課管理係（智57－3111内線251・253）

へO

商工観光課で扱っている貸付制度

　県と側）県中小企業振興公社では「設備近代化資金」「殼備

貸与制度」により、中小企業等の設備の近代化を支援して

います。

　《設備近代化資金貸付制度》

対象設備額　8，000万円以下

利用限度額　100～3，000万円

償還期間　1年据え置きで4年
利　　　率　無利子（設備購入代金の50％以内）

　《設備貸与制度》
　　　　　　（割賦販売方式）　　（リース方式）

利用限度額　・100～5，000万円　・100～5，000万円

貸与期間　・4年半～7年　　・3年～7年

　克雪住宅を建てるときや下水道の設備工事、中小企業の

設備近代化を支援するなどの各種「融資・貸付」制度があ

ります。低利率で有利なこの制度をぜひご利用ください。

　それぞれ詳しい内容については、担当課へお気軽にお問

い合わせください。

克雪住宅づくり資金貸付制度

※商工観光課で扱っている中小企業振興資金「運転資金、

設備資金、商店街等近代化資金など」地方産業育成資金等

は4月25日号のお知らせ版でご案内します。

問い合わせ　商工観光課商工労政係（盈57－3111内線231）

へo

区　分 貸　付　対　象 貸　付　額

融雪装置（地下水の開放利用す
工事費の80％以内

るものを除く）の設置工事

融雪型
融雪構造の建物の新築・改良工

工事費の15％以内
事

3．3m以上の積雪荷重（990kg／

m2）に安全な建物の新築・増築

耐雪型 工事（雪ぴ対策を講じた2階建 工事費の20％以内

て以上のものとし、アーチ型に

類するものを除く）

屋根勾配やすべりやすい屋根材

などを利用して雪をすべり落と 工事費の10％以内

落雪型
す建物の新築・増築・改良工事

屋根部分の改良
※隣近所に迷惑をかけないための対

策が必要です。　（詳しい条件は問 工事は80％以内

い合わせください）

》利率 年ゴ％　》限度額　500万円以内

》償還期問 10年以内

（1）店舗など、住宅以外の建物も対象になります。

（2〉簡易な雨水、融雪水の「地下水かん養ます」の設置が必

要です。

問い合わせ　克雪都市計画課克雪企画係（智57－3111内線

271）へ。

　　克雪住宅化促進補助金制度

区　分

融雪型

耐雪型

補助対象
融雪装置（地下水の開放利用す

るものを除く）の設置工事で、

新築・改良によるもの

融雪構造の住宅の新築・改良工

事

3．3m以上の積雪荷重（990kg／

m2）に安全な住宅の新築工事

補助金額

工事費の80％×鳶

工事費の15％×鳶

工事費の20％×士

1〉個人住宅（併用含む）　》限度額20万円

（1）簡易な雨水、融雪水の「地下水かん養ます」の設置が必

　要です。

（2）申請期間は平成3年4月1日から10月31日までです。

（3）貸付を受ける場合でも該当します。

せわ
へ
．

合、
　
　
　
　
）

し
り
　
　
　

問
2
7

克雪都市計画課克雪企画係（盈57－3111内線

6



製
造
品
出
荷
額
等
が
三
年
連
続
増
加

　
平
成
二
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
実
施
し
た
、
工
業
統
計

調
査
の
結
果
（
概
数
）
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

事
業
所
数

　
繊
維
工
業
製
品
は
減
少
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
衣
服
・
そ
の

他
の
繊
維
製
品
が
一
六
事
業
所

　
　
　
　

（
八
三
・
三
％
）
、
電
気
機
械
器

具
が
五
事
業
所
（
二
二
％
）

増
加
す
る
な
ど
、
前
年
に
比
べ

二
九
事
業
所
（
三
・
三
％
）
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

繊維

従
業
者
数
睡

　
　
食
料
品
と
精
密
機
械
器
具
が

わ
ず
か
に
減
少
し
た
も
の
の
、

電
気
機
械
器
具
が
一
四
六
人

　
（
一
〇
・
○
％
）
、
繊
維
工
業
製

品
が
八
六
人
（
二
・
四
％
）
、
衣

服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
が
五

二
人
（
一
六
・
四
％
）
な
ど
と

大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

全
体
で
は
三
九
一
人
（
五
・
八

％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

錫翫5
■一

その他
8．8％

電気
21．8％

　　窯業2．5％

一般機械3．2％

械機
％
密
5
精
3

晶
鰯
料
愈

食

　
電
気
機
械
器
具
が
二
三
億
円

（
一
五
・
○
％
）
と
大
幅
に
増

加
し
た
ほ
か
、
繊
維
工
業
製
品

が
二
億
円
（
二
・
八
％
）
、
金

属
製
品
が
三
億
円
（
六
三
・
八

％
）
、
一
般
機
械
器
具
が
三
億
円

（
二
・
八
％
）
、
衣
服
そ
の
他

の
繊
維
製
品
が
二
億
円
（
二

〇
・
九
％
）
と
好
調
な
伸
び
を

示
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
電
気

機
械
器
具
は
昭
和
五
十
五
年
以

来
連
続
し
て
増
加
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
食
料
品
が
一
四
億
円

（
二
〇
・
三
％
）
の
減
、
窯
業
・

土
石
製
品
が
六
億
円
（
二
二
・

五
％
）
の
減
、
精
密
機
械
器
具

が
三
億
円
（
九
・
五
％
）
の
減

な
ど
、
業
種
間
で
大
き
な
差
が

現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
体
で
は
二
五
億
四
千
万
円

増
加
（
三
・
三
％
）
し
て
七
九

三
億
五
、
八
三
一
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
三
年
連
続
し

て
の
増
加
と
な
り
、
昭
和
五
十

一
年
の
八
三
一
億
円
、
昭
和
五

十
年
の
八
○
○
億
円
に
つ
い
で
、

調
査
開
始
以
来
三
番
目
と
な
り

ま
し
た
。

工業統計調査結果速報（概数）

産業中分類
事　　業　　所　　数 従業者数　（人） 製造品　出荷額等　　（万円）

元年 2年 対前年
増減数
対前年
増減比
構成比 元年 2年 対前年

増減数
対前年
増減比
構成比 元　年 2　年 対前年増減数

対前年
増減比
構成比

総　　　　　　　数 867 896 29 3．3 100．0 6，780 L17薫 391 5．8 100．0 7，682，069 7，935，831 253，762 3．3 100．0

食　　　料　　　品 29 28 △1 △3．4 3．1 400 386 △14 △3．5 5．4 692，033 549，209 △142，824 △20．6 6．9

飲料・飼料・たばこ 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X

繊維工業製品 682 671 △11 △1．6 74．9 3，553 3，639 86 2．4 50．7 4，112，771 4，227，109 114，338 2．8 53．3

衣服・その他の繊維製品 18 33 15 83．3 3．7 317 369 52 16．4 5．1 110，993 134，172 23，179 20．9 1．7

木材　・木製品 9 12 3 33．3 1．3 25 34 9 36．0 0．5 33，977 40，811 6，834 20．1 0．5

家具　・装備品 18 19 1 5．6 2．1 94 98 4 4．3 1．4 79，145 84，221 5，076 6．4 1．1

パルプ・紙・紙加工品 3 3 0 0 0．3 16 15 △1 △6．3 0．2 6，410 5，591 △819△12．8 0．1

出版・印刷・同関連品 9 10 1 11．1 1．1 83 95 12 14．5 1．3 68，136 73，104 4，968 7．3 0．9

プラスチック製品 1 2 1 100．0 0．2 X X X X X X X X X X
ゴ　　ム　　製　　品 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X
なめし革・同製品・毛皮 2 2 0 0 0．2 X X X X X X X X X X
窯業・土石製品 7 9 2 28．6 1．0 114 116 2 1．8 1．6 259，650 201，302 △58，348 △22．5 2．5

鉄　　　　　　　鋼 1 4 0 0 0．1 X X X X X X X X X X
非　　鉄　　金　　属 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X
金　　属　　製　　品 8

董0

2 25．0 1．1 47 71 24 51．1 1．0 46，021 75，376 29，355 63．8 0．9

一般機械器具 16 18 2 12．5 2．0 201 204 3 1．5 2．8 228，577 255，499 26，922 11．8 3．2

電気機械器具 45 50 5 11．1 5．6 1，461 1，607 146 10．0 22．4 1，503，874 1，730，202 226，328 15．0 21．8

輸送用機械器具 1 5 4 400．0 0．6 X 73 X X 1．0 X 9，579 X X 0．1

精密機械器具 4 4 0 0 0．4 279 241 △38 △13．6 3．4 305，478 276，369 △29，109 △9．5 3．5

その他の製品 11 16 5 45．5 1．8 100 129 29 29．0 1．8 66，295 65，065 △1，230 △1．9 0．8

X　　　の　　　計 90 94 一 『
1．3 168，709 208，222 一 『

2．6

〈注＞平成2年数値は概数のため、後日県および国が公表する確定数とは異なることがあります。Xは公表をさしひかえたものです。

7と6ガ詐3平成3年3月25日



灘撚擁i縷饗・羅騒熱遡懸饗灘醗鋒霧灘灘灘撚灘鐡難雛

コース 巡回日 昼　　間　　コ　　ー　　ス 自動車文庫輔謬纏

　一D　　　　　目
』8　　冒

六　　箇 第1・3　（月）

野　　　　中

12：50～1：20

野中小学校

珠　　　　川

1二50～2：20

珠田分校

田　　　麦
2二50～3：20

六箇小学校

中　　　村
3：30～4二〇〇

六箇農協前

城　之　古
4二10～4：40
南マートアサノヤ

吉　　田 第2・4
　働

山　　　　谷
12二20～12：50

宮本警報器

南　鐙　坂
1：30～2二〇〇

鐙島小学校

　鉢
2：20～2二50

真田小学校

名　ケ　山
3二20～3二50
名ヶ山小学校

山　　　　谷

4：00～4二30
吉田小学校

十日町
第1・3
　（火》

上　　川　　町

1二30～2二〇〇

第四銀行寮

本町6－3
2二10～2二40

子供広場

寿　　　町
2：50～3：20

寿北公園

住　吉　町
3：30～4二〇〇

住吉公園
巡回日 夜　間　コ　ー　ス

第1・3
　㈹

谷　内　丑
5：40～6二25

市営住宅

西　本　町
6二35～7二20
西小学校入口

南新田町
7二30～8二15

市営住宅川　　治
第2・4
　（幻

池　之　平
1：15～1：45

八箇小学校

北　新　田
2二〇〇～2：30

大清建築

城　之　古
2：40～3二10
城之古分館

川治中町
3二20～3二50

川治保育所
第2・4
　㈹

泉　　　町
5：40～6：25
池田組車庫

春　日　町
6二35～7二20

春日公園

美　雪　町
7：30～8二15

美雪公園飛　　渡 第1・3
　㈱

焼　　　　野
1二〇〇～1二25

飛一小学校

山　新　田
1二35～2二〇〇

飛二小学校

東枯木又
2：20～2：50
防雪管理センター

新　　　　水

3二30～4二10
飛渡保育園

　　　脚　　『

馨鱒灘 〃1／li

／

中　　条 第2・4
　㈱

四日町新田
1二〇〇～1：45

東小学校

四　　日　町
1二55～2：25
二瓶砂利事業所前

新　　　座
2：40～3：20
新座保育園

中　　　　町
3：30～4二〇〇
中条駐在所跡地

本　町　7
4：10～4：40
高架下駐車場

水　　沢
第1・3
　働

馬　　　場
1二〇〇～1二30

馬場小学校

馬　　　　場

1二50～2二20

平　成　園

幸　　　町
2：35～3二〇5
老人ホーム妻有荘

土市第4
3二20～3二50

水沢小学校

大黒沢東
4二〇〇～4：30

大黒沢団地 ．i欝蟻

』
．
i
醸

霧鱈i1鐵欝．∫

下　　条 第2・4　（月）

漉　　　　野
12二35～12二55

東下組小学校

下条本町
1：05～1二30

下条小学校

下条中央通り

1：40～2：05

三　好　園

水　　　　口

2：15～2：35
下組分館前

上　新　田
2二45～3：05
上新田鎮守様

下　　　　町
3二20～4二〇〇

中条小学校
灘◎…灘 o　　／

こだま号

聾
．繭、』

0

●
加
入
者
に
異
動
が
あ
る
と
き
は
、
14
目
以
内
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
の
届
け
出
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
ず
保
険
証
を
〃

こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入

転入して来たとき 印かん、転出証明書

他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳

国
保
を
や
め
る

転出したとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証

生活保護を受けることになった
とき

印かん、保険証、保護開始決定
通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死亡を証明す
るもの

そ
　
の
　
他

退職者医療制度に該当したとき 印かん、年金証書、保険証

退職者医療制度に該当しなくな
ったとき

印かん、保険証

住所、世帯主、氏名などが変わ
ったとき

印かん、保険証

保険証をなくしたり、よごれて
使えなくなったりしたとき

印かん、使えなくなった保険証

修学のため、子どもが他の市区
町村に下宿するとき

印かん、保険証、在学証明書

長期旅行などで別個の保険証が
ほしいとき

印かん、保険証

なかよしランド会員募集

　レクリエーションボランティアサ

ークル「ほほえみ」では、遊びを通

して親子の体力作り、仲間作り、感

性・社会性を養うなかよしランドの

会員を募集しています。

■と　き　4月16日（幻から毎週火曜

　日の午前10～11時

■ところ　市民体育館（学校町1）

■会費100円（1人1ヵ月）おや

　つ、材料費

■対象　0歳～就園前の乳幼児と
　親（当日会場に来てください）

■問い合わせ　十日町市公民館（智

　57－5011）

リゾートキャラクターの愛称募集
　マイ・ライフ・リゾート新潟整備推進協議会では、新潟県のリゾート構想の

キャラクターの愛称を募集しています。

■応募方法　官製ハガキに愛称一つと、氏名、住所、電話番号、年齢、職業を

　記入し、㊥950新潟市新光町4番地1新潟県企画調整部土地利用対策課リゾ

ート推進室（智0257－285－5511内線2406）宛てに郵送してください。応募点

数に制限はありませんが、1愛称につき1枚のハガキを使用してください。

　なお、応募作品は自作で未発表のものに限ります。

■募集締切　平成3年4月30日（火》（当日消印有効）

■選考方法　応募のあった愛称の中から優れたもの数点を事務局案として選び、

　平成3年度マイ・ライフ・リゾート新潟整備推進協議会総会で賞を決定しま

　す。なお、採用作品の著作権は主催者に帰属します。

■発　表　6月上旬に入選者に直接通知します。

■賞　品　入選　1点　旅行クーポン券10万円分

　　　　佳作　3点　新潟米（コシヒカリ）10kgづつ

　　その他応募者の中から抽選で、100名にテレホンカードを差し上げます。

1‘
●

8
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犬の登録と狂犬病予防注射

　平成3年度の畜犬の登録および狂犬病予防
注射を裏面の日程表のとおり行います。都合

のよい会場においでください。

　対象となる犬　生後3ヵ月（91日〉以上の犬

　持参するもの　（1〉一この申込書

　　　　　　　（2〉…印鑑
　　　　　　　（3〉一料　金

　料金　　登　録　料・一・…一・一2，100円

　　　　済票交付手数料…一……480円

　　　　注　射　料一一一……2，370円

　　　　　計　　　　　　4，950円
※つり銭のいらないようにご用意ください。

犬の登録・注射申込書

町　　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年齢 年 ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす ● おす

犬の名前

犬の体格 大 ● 中 ● 小

き

り

と

り
線

固定資産課税台帳が縦覧できます
　平成3年度分として価格が決定さ

れた固定資産（土地・家屋・償却資

産）の課税台帳が縦覧できます。

■と　き　4月5日（金）～24日（水）まで。

　平日：午前8時30分～午後5時

　（ただし、土曜日は正午まで。日

　曜日と第二土曜日は除きます）

■ところ　税務課固定資産税係

・縦覧に必要なもの　①印鑑②固定

　　　プ　　　　　 ち

　　　ご

’　Z
　国士緑化キャンベーン　です。十日町中

学校、南中学校の生徒や緑の少年団

（野中小学校）による募金活動のほ

か、嘱託員さんを通して各家庭にお

願いする家庭募金も行われます。

　この募金は、緑と水の森林募金への

拠出金や学校、福祉施設などの緑化に

役立てられています。昨年は、市内で

1，392，819円、県内では96，180，254円

の募金が寄せられました。

　今年も、市民の皆さんから温かい

ご協力をお願いします。

　資産の所有者または納税管理人以

　外の人は「委任通知書」（税務課に

　あります）が必要です。

■その他　課税台帳の登録事項にっ

　いての審査申出期間は、4月5日

（金）～5月7日（幻までの間です。

■問い合わせ　税務課固定資産税係

　（盈内線111・112）へ。

（Nα

き　り　と　り　線

　　　緑の羽根募金4月旧～30日
　　　4月は「緑の　　　　　　　　　　　　社会福祉施設緑化

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32ヵ所（2，470本）1．4％　　羽根」募金の月

緑化講習会・

苗木市等
0．5％

学校林造成保育　　　　　公園公共施設緑化

　　　　10校！21，10ha　l

　　　　校庭緑化
　　　　325校
　　　　　2，蹴本
　　　　　7，3％
緑と水4）

森林墓金

拠金
31．20・。　　　一≡冒

　　　　●●　81
　　　　　■■

）

　　　　，緩慾①、

ψ翠

平成3年度から心身障害者のタク

シー利用料金を助成することになり

ましたのでご利用ください。

■対象者　①身体障害者手帳をお持

　ちでその程度が1・2級の人

②療育手帳をお持ちでその程度が

　Aの人

■助成方法　タクシー利用券を1年

分で12枚交付します。利用券を使

　えるタクシーは、明石、十日町、

十交、昭和の各タクシーです。

■助成額　タクシー利用券1枚で、

520円（小型タクシー基本料金分）

　を助成します。　（超過料金につい

　ては自己負担になります）

■申請　該当する人は①印鑑②身体

障害者手帳または療育手帳を持参

　し、社会福祉事務所においでくだ

　さい。

■問い合わせ　社会福祉事務所援護

係（智内線133）へ。

　31ヵ所（1，006本）2．8％

緑の羽根
⑳周年記念植樹
554ヵ所
（4．294本）

17．7％
県・地方植樹祭等

7力戸斤1．1％

　　　　　　　　　　緑の少年団
　　　　　　　　　　　育成　　　　　　　緑化推進　　　　　33団
　　　　　　　事務費等　　　　4．5％緑の羽根
　　　　　　　　6．8％募金資材　奉仕団体　普及啓蒙
8・0％　　　募金

　　　推進費　　　9・4％

　　　9．3％

■問い合わせ　農林課林政農災係

　（盈内線334・335）へ。

4月11日は「老齢福祉年金』の支払日
　老齢福祉年金の支払いが、4月11

日㈲から始まります。

　昨年までは物価スライド制により

生じた老齢福祉年金の差額を、国民

年金特別証書により支払うことにな

っていました。今年からはこの取り

扱いを廃止し、4月から7月までの

老齢福祉年金の改定後の支払い額を

老齢福祉年金証書に記入するため、

下記の日程により証書を提出してい

ただくことになりました。

■おい出いただく人本人または代

理人でもかまいません。

■持参するもの　①国民年金（老齢

福祉年金）証書②証書に押してあ

　る印鑑

■その他　当日都合のつかない人は、

　12日以降早目に年金を受け取り、

証書を市民課年金係へ提出してく

　ださい。

■問い合わせ　市民課年金係（盈内

線144・145）へ。

■
．
　
　
4
　
月
▼
　 11

　　日
．　休）
≡…

　　午
＝　　前

　～9　午時＝　後
一　　4

　時

年金支払場所 年金証書提出場所

十　日　町　郵　便　局 十　日　町　郵　便　局

十日町高田郵便局 市　役　所　市　民　課
十日町本町簡易郵便局

魚沼中条郵便局 魚沼中条郵便局
新水簡易郵便局 新水簡易郵便局
十日町川治簡易郵便局 十日町川治簡易郵便局

六箇簡易郵便局 六箇簡易郵便局
魚沼吉田郵便局

魚沼吉田郵便局千　手　郵　便　局
下　条　郵　便　局 下　条　郵　便　局

越後水沢郵便局 越後水沢郵便局
土　市　郵　便　　局 土　市　郵　便　局

9とおガ夢雪平成3年3月25日



市役所ぱ曾57－3111です

轡甜鰻とう
　社会福祉事業へ＝岡村建治（北新

田1・1，000円）村山庄一（新宮2・

1，000円）十日町市農協（70，470円…

雪まつりチャリティー）水沢商工会

青年部（21，173円…雪まつりチャリ

ティー）田麦そば（学校町1・2，586

円…雪まつりチャリティー）高山ゴ

ルフクラブ（37，500円）

　つつじ工房へニヤナギ自動車㈱社

長柳正彦（1万円）十日町懐メロ愛好

会（111，942円）

　湾岸戦争被災者救援金へ＝増田佳

代子（5，000円）小野（1万円）消防

署有志（9，000円）新座保育園（5，000

円）下条保育所（1，800円）

　公民館へ＝田村康栄（中町）蝶名

林優子（下川原町）根津春雄（稲荷

町2）高橋幹夫（本町2）関口美智

江（昭和町1）吉田歳則（新座3）

雲谷敬吉（中条新田）

　博物館へ＝二瓶虎太郎（泉町）村山

利保（美雪町2）高橋タツ（美雪町3）

村山好政（伊達2）池田良夫（尾崎）

　特別養護老人ホーム「三好園」へ＝

田村薫（岩野・2万円）藤ノ木友作

（稲荷町3東・1万円）田村守（岩

野・6，000円）高橋イト（西本町2・

2，000円）喜扇会（下条・5，350円）

山田竹松（新光寺・野菜24kg）村山

晴子（高山4・石けん18個）樋口ま

さみ（津南町・L　Pレコード9枚）

登坂恒宣（川西町・タオル14枚）N

TT十日町支店（ファックス1台）

寿屋（下条中央通り・衣類）

〈毎年雪まつりチャリティーで

　　　寄付をいただいています〉
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月細（曜） 会場名 時　　　間

4／8
（月）

十日町保健所 10時30分～11時30分

吉田集会所 13時20分～13時40分
就業改善セシター 13時50分～14時10分

高島集会所 14時20分～14時30分

真田小学校 14時40分～14時50分
名　ヶ　山分館 15時00分～15時10分

4／9

㈹

川治公民館 10時30分～11時30分

大井田分館 13時30分～14時30分

赤倉小学校 15時00分～15時王0分

4／10
㈹

上新田分館 10時00分～10時20分

下条公民館 10時30分～10時50分
水口集落開発センター 11時00分～11時10分

東下紐生活改善センター 11時30分～11時40分

新水克雪センター 13時30分～13時50分

中条公民館 14時10分～14時50分

上原集会場 15時00分～15時20分

4／11
㈱

市民体育館 10時30分～11時30分
羽　根　川　荘 13時30分～13時50分

八箇小学校 14時10分～14時20分

関根集会所 14時30分～14時40分

4／12
働

水沢公民館 10時30分～11時30分

馬場集会所 13時20分～44時00分

野中小学校 14時30分～14時40分
4／20㈹ 十日町保健所 9時30分～11時00分
5／18㈹ 十日町保健所 9時30分～11時00分

線一………………一一一一一

楽しもうスポーツ・つくるう健廉 体育課（総合体育館内盈52－4377）

⑭おもなスポーツ行事予定

期日 行事名 会　場 主催・主管

28（日）

コート開き

　軟式庭球大会
信濃川
運動公園

軟式庭球

連　　盟

郡市硬式卓球大会
市　　民

体育館
卓球協会

総合体育館、武道館

利用制限のお知らせ
　十日町織物組合求評会の準備・開

催のため、総合体育館・武道館が次

の日程で利用できません。ご協力を

お願いします。

●総合体育館競技場……4月8日（月）

　～15日（月）

●柔道場・剣道場……4月9日（幻

　～15日（月）

●空手道場……4月9日（幻～12日㈹

第4回信濃川河岸段丘ウォーク

■と　き　4月29日（みどりの日）

■申し込み　4月10日㈱までに総合

　体育館へ。

嘩9ジュニアソフトテ畝クラブ

■対象小学3・4年生（男女問
　わず）

■練習日　毎週土曜日午後5時30分

　～7時30分（第4土曜日除く）

　4月6日qb開始
■会　場　市民体育館（学校町1）

■会　費　2，500円（保険料など）

■申し込み　市軟式庭球連盟・湯沢

　一彦（本町1上智57－9166）へ。

羅無料開放日の変更，
　平成3年4月から、体育施設無料

開放日が、今までの毎月第4土曜日

から毎月第4木曜日に変わります。

　なお、第4土曜日は平常どおりに

なります。

鯵体育施設無料
開放日は25日㈱です

■受付期間　4月1日（月）～15日（月）

■抽選日（許可証交付）4月17日㈱

唖璽醗桂スキー場スラローム大会

■と　き　3月31日（日）ゼッケン配

　付午前8時30分　開会式9時30分

　競技開始10時30分

■ところ　中条桂スキー場

■種　目　回転競技

■組　別　①幼児②小学1～3年男

　子③小学1～3年女子④小学4

　～6年男子⑤小学4～6年女子⑥

　中学男子⑦中学女子⑧青年男子

　（15～39歳）⑨一般女子⑩壮年（40

　歳以上）

■参加費　500円

■表　彰　各組1位にトロフィー、

　6位まで表彰
■申し込み3月29日㈲までに、所

　定の申込用紙に参加費を添えて、

　中条公民館内「桂スキー場スラロ

　ーム大会」係（中条旭町　盈52一

2748）へ。当日も受け付けします。

　　　訂正とおわび
市報3月10日号でお知らせした全中ス

キー大会の男子リレー柳信太郎選手は、

小林裕史（南中3年）選手の誤りでした。

訂正しておわびいたします。

ロ種類レ航空機①フィジー②メキシコ③エクアドル④中国⑤韓国レ世界
青年の船レ東南アジア青年の船　　　ロ応募期間　4月26日働まで。
ロ問い合わせ　十日町市公民館（盈57－5011）へ。
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⑪十目町観光情報　盈57－0500

きものまつりと春の観光情報

⑪妻有の民話　　　費57－0300

劣～7　あやチュウチュウこやチ

　　　ュウチュウ㊤
％～14　　〃　　㊦
％～21極楽が満員のわけ

％～28鶴の恩返し

％～％　カメになった爺さ

⑪妻有の歴史　　　盈57－1000

善光寺街道

⑪くらしのダイヤル奮025－285－7000

劣～8　知っていますか「口約束

　　　も契約です」
％～15　知っていますか「クーリ

　　　ング・オフ」
％～22　スポーツウエアを選ぶと

　　　き
％～30　消費生活相談事例

⑪健康テレホン　　謄52－6015
（夕方5時～翌朝8時30分）

月曜日　お年寄を）の骨粗しょう症

火曜日　腎透析と腎移植

水曜日　食品添加物について

木曜日　骨髄移植一骨髄バンクー

金～日曜日女性のためのガン予防
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し
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き
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ま
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囎
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品　　　名 規　格 希望価格

スノータイヤホ1朱付 155－13 5，000円

スキーパンツ 小学校中一高学年 2，000円

2段ベッ　ト 20，000円

バ　　イ　　ク 250cc 100，000円

お　ひ　な　様 相談で

時計付スタンド 無　　料

自　　転　　車 女子幼児用 〃

三　　輪　　車 〃 〃

ゆずってください一…

キャリングカート 5，000円

アルペンスキー 小学1年生用 相談で
一
ア
　
　
　
　 レ ビ 19～21型 〃

冷　　蔵 庫 フリーザー付 〃

自　　転 車 婦　人　用 〃

車両通行止
北越北線の高架橋工事を再開する

ため本町6丁目地内の市道宇都宮1

号線が5月20日まで車両通行止とな

ります。歩行者は通行できます。

ぜ作業停電
東北電力㈱十日町営業所魯52－3107

■4月19日㈹　午後1時30分～4時

太子堂、中条旭町の各一部

■4月23日（火）午前9時30分～正午

魚之田川の全部、焼野の一部

■4月25日休）午後1時～3時30分

北新田1、城之古東町、城之古1

の各一部

相談コーナー
①交通事故相談　　4月1日（月）

②定例行政相談　　4月12日㈹

0巡回内職相談　　4月19日㈹

時間＝午前10時～午後3時

会場：高齢者職業相談室（変更

　　することがあります）

ご相談ください

長岡検察審査会

飯山線

皆さん、あなたや家族の方で交通

事故にあわれたり詐欺やおどしなど

の犯罪の被害をうけて警察や検察庁

に訴えたが、検察官がその事件を裁

判にかけてくれなかった、どうも納

得できないという不満をお持ちの方

はいませんか。そういう方は検察審

査会にご相談ください。

相談や審査申立の費用は一切いり

ません。

■問い合わせ　長岡検察審査会事務

局（盈0258－35－2141）へ。
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4月乳幼児健康診蚕醸

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
（鴇欝児）

10日
（水）

午後1時10分

～1時45分

62年10月
生まれの幼児

1歳6カ月児

健　　　診

11日　　午後1時10分

㈲・～1時45分
元年10月
生まれの幼児

4カ月児健診

　ならびに

育児学級

24日

㈲

午後1時10分

～1時30分

2年12月
生まれの乳児

10カ月児
身体測定

25日

㈲

午前9時30分

～10時30分

2年6月
生まれの乳児

（蓼犠雄）

会場は保健センターです

※1歳6ヵ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診
　がありますから歯をきれいにみがいて来てく
　ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）
※4カ月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取
　りに来てください。

畷麟62羅糟耀薄盤蒙瓢の勤難鷺

　3歳児健康診査では視覚検査を実

施します。5月の健診対象者に検査

セット等を送付します。4月15日を

過ぎても届かない人は、保健衛生課

（盈57－3111内線138・139）まで連絡

してください。

4月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター
1・15・22日

の月曜日 午前9時～午後4時

中条公民館 5日㈹
吉田公民館

11日休〉
午前9時～11時30分

吉田集会所 午後1時30分～4時

羽根川荘 12日㈹ 午前9時～午後4時

克雪センター 18日休） 午後2時～午後4時

水沢公民館 19日働

午前9時～午後4時川治公民館 23日（火》

下条公民館 26日㈹

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

　があるなどの方は、どうぞご相談を〃
※健康手帳をご持参ください。

小児マヒ（ポリオ）生ワクチン投与

■該当する子　1回目…平成2年7

月1日～12月31日の間に生まれた

乳児　2回目…平成2年1月1日

～平成2年6月30日の間に生まれ

　た乳幼児　その他…投与日に4歳

未満で、まだ1回も受けていない

乳幼児、または1回しか受けてい

　ない幼児。

■投与の方法　6週間以上の間隔で

　2回します。都合により間隔が離

れた場合でも2回受けてください。

■投与を受けられない子　①発熱し

　ていたり、著しい栄養障害のある

乳幼児②1年以内にけいれん症

状を起こした乳幼児　③下痢をし

　ている乳幼児　④三種混合、二種

　混合の予防接種を受けて1週間た

　たない幼児

■持参するもの　①母子健康手帳②

印鑑（印鑑をついた問診票を持参

するときは除く）③市内に住民登

録をしていないときは、住民登録

　をしている市町村から「予防接種

実施依頼書」をもらって来てくだ

　さい。

生ワクチン投与日程
受付時間：午後1時45分～2時10分

会場：保健センター

地　　　区 期　日

十日町・新座・大井田

中条・吉田
4月2日（幻

川治・六箇・下条・水沢 4月3日㈱

　問診票は中条・吉田・下条・水沢の各地区

　公民館にも用意してあります。

■問い合わせ　保健衛生課保健衛生

係（盈57－3111内線138・139）へ。

『愛の献血』にこ協力ください
　平成3年度から十日町市で成分献

血ができるようになりました。成分

献血とは、血液中の成分を自動的に

分離する装置を使って血漿や血小板

など、需要の多い血液成分のみを献

血していただき、赤血球は献血者に

お返しする方法です。

　採血間隔は2週間を越えればでき

ます。

〈成分献血の手順〉

①
漿

“
軌
，
し

〆繕
．

⇒1

　　馨悔

⇒

③
灘
濃
穣
謹

　
⇒

團礁鐙の抹禽救慧慶

7日（日）富田医院（神明町）奮52－3269

　　　上村病院（中里村）盈63－2／／／

14日（日）干手診療所（川西町）智68－2034

　　　津南病院（津南町）費65－3／6／

21日（日）中条病院（北　原）智57－30／8

28日（日）庭野医院（寿町4）智52－27／／

29日（月）山口医院（下条中央通り）費55－2003

　　　古藤医院（津南町）費65－300／

⇒

・ゆ

⑥
嚢

憩

つe

⑦
．
簾
騰
雛
懸

　
　
⇒

約40分～60分 ①受付から⑦手帳交付まで約60分～90分位、時間がかかります。

解献血車轡
〈全血献血〉

5日㈹市役所
8日（月）㈱関芳

18日困　協立ハイバーツ㈱

25日困　島善織物㈱谷内丑工場

28日（日）ライオン堂

　　受付時間　午前／0時～正午

　　　　　　午後／時～3時

（18日のみ歪聾養翻

〈成分献血〉

5日㈹市役所

　　受付時間　午前／0時～正午

　　　　　　　午後／日寺～3日寺

※成分献皿希望者は．保健衛生課に

あらかじめ申し込んでください。

　所要時間は約／時間程度です。

　　　　　　　　　　　　　　徳し歯の齢よい歯の子

　　　2月の3歳児健診を受けた子42人
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